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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（
寄

附
金
税

額
控

除
）
 

（
寄
附
金
税
額
控
除
）
 

第
３

４
条
の

７
 
所

得
割
の

納
税

義
務

者
が

、
前
年
中
に
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１

項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
又
は
次
に
掲
げ
る
寄
附
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
を

支
出
し

た
場

合
に

は
、
同
項

に
規

定
す

る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
（
当

該
納

税
義
務

者
が

前
年

中
に

同
条

第
２

項
に

規
定
す
る
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を

支
出

し
た
場

合
に

あ
つ

て
は

、
当

該
控

除
す

べ
き
金
額
に
特
例
控
除
額
を
加
算
し

た
金

額
。
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
控

除
額

」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
第
３
４

条
の

３
及
び

前
条

の
規

定
を

適
用

し
た

場
合

の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の

と
す

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

当
該

控
除

額
が
当
該
所
得
割
の
額
を
超
え
る
と

き
は

、
当
該

控
除

額
は

、
当

該
所

得
割

の
額

に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。
 

第
３
４
条
の
７
 

所
得
割
の

納
税

義
務

者
が

、
前

年
中

に
法

第
３

１
４

条
の

７
第

１

項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲

げ
る

寄
附

金
又

は
次

に
掲

げ
る

寄
附

金
若

し
く

は
金

銭
を
支
出
し
た
場
合
に

は
、
同
項

に
規

定
す

る
と

こ
ろ

に
よ

り
控

除
す

べ
き

額
（

当

該
納
税
義
務
者
が
前
年

中
に

同
条

第
２

項
に

規
定

す
る

特
例

控
除

対
象

寄
附

金
を

支
出
し
た
場
合
に
あ
つ

て
は

、
当

該
控

除
す

べ
き

金
額

に
特

例
控

除
額

を
加

算
し

た
金
額
。
以
下
こ
の
項

に
お

い
て

「
控

除
額

」
と

い
う

。
）

を
そ

の
者

の
第

３
４

条
の
３
及
び
前
条
の
規

定
を

適
用

し
た

場
合

の
所

得
割

の
額

か
ら

控
除

す
る

も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い

て
、

当
該

控
除

額
が

当
該

所
得

割
の

額
を

超
え

る
と

き
は
、
当
該
控
除
額
は

、
当

該
所

得
割

の
額

に
相

当
す

る
金

額
と

す
る

。
 

（
１
）
 
次
に
掲
げ
る
寄
附
金
 
 
 
 
 
 
 
 
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
も
の
 
  

（
１
）
 
次
に
掲
げ
る
寄
附

金
又

は
金

銭
の

う
ち

、
別

表
に

掲
げ

る
も

の
。
 

ア
 

所
得
税

法
施

行
令

第
２

１
７

条
第

４
号
に
規
定
す
る
学
校
法
人
に
対
す
る

寄
附

金
（
出

資
に

関
す

る
業

務
に

充
て

ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除

き
、

当
該
法

人
の

主
た

る
目

的
で

あ
る

業
務
に
関
連
す
る
も
の
に
限
る
。
）
 

ア
 

所
得
税
法
施
行

令
第
２

１
７

条
第

４
号

に
規

定
す

る
学

校
法

人
に

対
す

る

寄
附
金
（
出
資
に
関

す
る
業

務
に

充
て

ら
れ

る
こ

と
が

明
ら

か
な

も
の

を
除

き
、
当
該
法
人
の
主

た
る
目

的
で

あ
る

業
務

に
関

連
す

る
も

の
に

限
る

。
）
 

イ
 

所
得
税

法
施

行
令

第
２

１
７

条
第

５
号
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
対

す
る

寄
附
金

（
法

第
３

１
４

条
の

７
第

１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
出

資
に

関
す
る

業
務

に
充

て
ら

れ
る

こ
と

が
明
ら
か
な
も
の
を
除
き
、
当
該
法

人
の

主
た
る

目
的

で
あ

る
業

務
に

関
連

す
る
も
の
に
限
る
。
）
 

イ
 

所
得
税
法
施
行

令
第
２

１
７

条
第

５
号

に
規

定
す

る
社

会
福

祉
法

人
に

対

す
る
寄
附
金
（
法
第

３
１
４

条
の

７
第

１
項

第
２

号
に

掲
げ

る
も

の
及

び
出

資
に
関
す
る
業
務
に

充
て
ら

れ
る

こ
と

が
明

ら
か

な
も

の
を

除
き

、
当

該
法

人
の
主
た
る
目
的
で

あ
る
業

務
に

関
連

す
る

も
の

に
限

る
。

）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

（
町

民
税
の

減
免

）
 

（
町
民
税
の
減
免
）
 

第
５

１
条
 

（
略

）
 

第
５
１
条
 

（
略
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

２
 

前
項
の

規
定

に
よ

り
町

民
税

の
減

免
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
  
納
期
限
（
前

７
日

）
ま
で

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た
申
告
書
に
、
減
免
を
受
け
よ
う

と
す

る
事
由

を
証

明
す

る
書

類
を

添
付

し
て

、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

た
だ
し

、
町

長
が

、
当

該
者

が
同

項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が

明
ら

か
で
あ

り
、

か
つ

、
町

民
税

を
減

免
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、

こ
の

限
り
で

な
い

。
 

２
 

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て

、
町

民
税

の
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
納

期
限
（

前

７
日
）
ま
で
に
、
次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

、
減

免
を

受
け

よ
う

と
す
る
事
由
を
証
明
す

る
書

類
を

添
付

し
て

、
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 

（
１

）
～
（

３
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
３
）
 

（
略
）
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
 
 
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消

滅
し
た
場
合
に
は
 
 
 
 
 
 
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

３
 

第
１
項
の
規
定
に
よ
つ

て
、

町
民

税
の

減
免

を
受

け
た

者
は

、
そ

の
事

由
が

消

滅
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、

直
ち

に
そ

の
旨

を
町

長
に

申
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
固

定
資
産

の
非

課
税

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ
う
と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）
 

（
固
定
資
産
の
非
課
税

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
が

す
べ

き
申

告
）

 

第
５

６
条
 

法
第

３
４

８
条

第
２

項
第

９
号

、
第
９
号
の
２
若
し
く
は
第
１
２
号
の

固
定

資
産
又

は
同

項
第

１
６

号
の

固
定

資
産
（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全

機
構

が
設
置

す
る

医
療

関
係

者
の

養
成

所
に
お
い
て
直
接
教
育
の
用
に
供
す
る
も

の
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
、
同
項

本
文

の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

土
地

に
つ
い

て
は

第
１

号
及

び
第

２
号

に
、
家
屋
に
つ
い
て
は
第
３
号
及
び
第
４

号
に

、
償
却

資
産

に
つ

い
て

は
第

５
号

及
び
第
６
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
告

書
を
、

当
該

土
地

、
家

屋
又

は
償

却
資
産
が
学
校
法
人
若
し
く
は
私
立
学
校

法
（

昭
和
２

４
年

法
律

第
２

７
０

号
）

第
１
５
２
条
第
５
項
の
法
人
、
公
益
社
団

法
人

若
し
く

は
公

益
財

団
法

人
、

宗
教

法
人

若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
で
幼
稚
園

を
設

置
す
る

も
の

、
医

療
法

（
昭

和
２

３
年

法
律
第
２
０
５
号
）
第
３
１
条
の
公

第
５
６
条
 

法
第
３
４
８
条

第
２

項
第

９
号

、
第

９
号

の
２

若
し

く
は

第
１

２
号

の

固
定
資
産
又
は
同
項
第
１
６

号
の

固
定

資
産

（
独

立
行

政
法

人
労

働
者

健
康

安
全

機
構
が
設
置
す
る
医
療
関
係

者
の

養
成

所
に

お
い

て
直

接
教

育
の

用
に

供
す

る
も

の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

、
同
項

本
文

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、

土
地
に
つ
い
て
は
第
１
号
及

び
第

２
号

に
、

家
屋

に
つ

い
て

は
第

３
号

及
び

第
４

号
に
、
償
却
資
産
に
つ
い
て

は
第

５
号

及
び

第
６

号
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告
書
を
、
当
該
土
地
、
家

屋
又

は
償

却
資

産
が

学
校

法
人

若
し

く
は

私
立

学
校

法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
２
７
０
号
）
第
６
４
条
第
４
項
 
 
の
法
人
、
公
益
社
団

法
人
若
し
く
は
公
益
財

団
法

人
、

宗
教

法
人

若
し

く
は

社
会

福
祉

法
人

で
幼

稚
園

を
設
置
す
る
も
の
、
医

療
法

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
２

０
５

号
）

第
３

１
条

の
公
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

的
医

療
機
関

の
開

設
者

、
令

第
４

９
条

の
１

０
第
１
項
に
規
定
す
る
医
療
法
人
、

公
益

社
団
法

人
若

し
く

は
公

益
財

団
法

人
、
一
般
社
団
法
人
（
非
営
利
型
法
人
（
法

人
税

法
第
２

条
第

９
号

の
２

に
規

定
す

る
非

営
利
型
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お

い
て
同

じ
。
）
に

該
当

す
る

も
の

に
限

る
。
）
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
（
非

営
利

型
法
人

に
該

当
す

る
も

の
に

限
る

。
）

、
社
会
福
祉
法
人
、
独
立
行
政
法
人

労
働

者
健
康

安
全

機
構

、
健

康
保

険
組

合
若

し
く
は
健
康
保
険
組
合
連
合
会
若
し

く
は

国
家
公

務
員

共
済

組
合

若
し

く
は

国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
で
看
護

師
、

准
看
護

師
、

歯
科

衛
生

士
、

歯
科

技
工

士
、
助
産
師
、
臨
床
検
査
技
士
、
理

学
療

法
士
若

し
く

は
作

業
療

法
士

の
養

成
所

を
設
置
す
る
も
の
、
公
益
社
団
法
人

若
し

く
は
公

益
財

団
法

人
で

図
書

館
を

設
置

す
る
も
の
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く

は
公

益
財
団

法
人

若
し

く
は

宗
教

法
人

で
、

博
物
館
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
２

８
５

号
）
第

２
条

第
１

項
の

博
物

館
を

設
置

す
る
も
の
又
は
公
益
社
団
法
人
若
し

く
は

公
益
財

団
法

人
で

学
術

の
研

究
を

目
的

と
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「

学
校
法

人
等

」
と

い
う

。
）

の
所

有
に

属
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い

て
は

、
当
該

土
地

、
家

屋
又

は
償

却
資

産
を

、
当
該
学
校
法
人
等
に
無
料
で
使
用

さ
せ

て
い
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

面
を

添
付

し
て
、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
 

的
医
療
機
関
の
開
設
者

、
令

第
４

９
条

の
１

０
第

１
項

に
規

定
す

る
医

療
法

人
、

公
益
社
団
法
人
若
し
く

は
公

益
財

団
法

人
、
一
般

社
団

法
人
（
非

営
利

型
法

人
（

法

人
税
法
第
２
条
第
９
号

の
２

に
規

定
す

る
非

営
利

型
法

人
を

い
う

。
以

下
こ

の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当

す
る

も
の

に
限

る
。
）
若

し
く

は
一

般
財

団
法

人
（

非

営
利
型
法
人
に
該
当
す

る
も

の
に

限
る

。
）

、
社

会
福

祉
法

人
、

独
立

行
政

法
人

労
働
者
健
康
安
全
機
構

、
健

康
保

険
組

合
若

し
く

は
健

康
保

険
組

合
連

合
会

若
し

く
は
国
家
公
務
員
共
済

組
合

若
し

く
は

国
家

公
務

員
共

済
組

合
連

合
会

で
看

護

師
、
准
看
護
師
、
歯
科

衛
生

士
、

歯
科

技
工

士
、

助
産

師
、

臨
床

検
査

技
士

、
理

学
療
法
士
若
し
く
は
作

業
療

法
士

の
養

成
所

を
設

置
す

る
も

の
、

公
益

社
団

法
人

若
し
く
は
公
益
財
団
法

人
で

図
書

館
を

設
置

す
る

も
の

、
公

益
社

団
法

人
若

し
く

は
公
益
財
団
法
人
若
し

く
は

宗
教

法
人

で
、

博
物

館
法

（
昭

和
２

６
年

法
律

第
２

８
５
号
）
第
２
条
第
１

項
の

博
物

館
を

設
置

す
る

も
の

又
は

公
益

社
団

法
人

若
し

く
は
公
益
財
団
法
人
で

学
術

の
研

究
を

目
的

と
す

る
も

の
（

以
下

こ
の

条
に

お
い

て
「
学
校
法
人
等
」
と

い
う

。
）

の
所

有
に

属
し

な
い

も
の

で
あ

る
場

合
に

お
い

て
は
、
当
該
土
地
、
家

屋
又

は
償

却
資

産
を

、
当

該
学

校
法

人
等

に
無

料
で

使
用

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
証

明
す

る
書

面
を

添
付

し
て

、
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い
。
 

（
１

）
～
（

６
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
６
）
 

（
略
）
 

（
固

定
資
産

税
の

減
免

）
 

（
固
定
資
産
税
の
減
免

）
 

第
７

１
条
 

（
略

）
 

第
７
１
条
 

（
略
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
 
 
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
納
期

２
 

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て

、
固

定
資

産
税

の
減

免
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
納

期

- 4 -



江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

限
（

前
７
日

）
ま

で
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
そ
の
減
免

を
受

け
よ
う

と
す

る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添
付
し
て
、
町
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

た
だ

し
、

町
長

が
、

当
該

者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
が
同
項
各

号
の

い
ず
れ

か
に

該
当

す
る

こ
と

が
明

ら
か

で
あ
り
、
か
つ
、
固
定
資
産
税
を
減

免
す

る
必
要

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
は

、
こ

の
限
り
で
な
い
。
 

限
（
前
７
日
）
ま
で
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

請
書

に
、

そ
の

減
免

を
受
け
よ
う
と
す
る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
し

て
、

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

（
１

）
～
（

５
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
５
）
 

（
略
）
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が

消
滅
し
た
場
合
に
は
 
 
 
 
 
 
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。
 

３
 

第
１
項
の
規
定
に
よ
つ

て
固

定
資

産
税

の
減

免
を

受
け

た
者

は
、

そ
の

事
由

が

消
滅
し
た
場
合
に
お
い

て
は

、
直

ち
に

そ
の

旨
を

町
長

に
申

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

（
特

別
土
地

保
有

税
の

減
免

）
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の

減
免

）
 

第
１

３
９
条

の
３

 
（

略
）
 

第
１
３
９
条
の
３
 

（
略
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

納
期

限
（
前

７
日

）
ま

で
に

次
に

掲
げ

る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免

を
受

け
よ
う

と
す

る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
た

だ
し

、
町

長
が

、
当

該
者

が
所
有
し
、
又
は
取
得
す
る
土
地
が

同
項

各
号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
が

明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
特
別
土
地

保
有

税
を
減

免
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
 

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て

特
別

土
地

保
有

税
の

減
免

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、

納
期
限
（
前
７
日
）
ま

で
に

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
請

書
に

そ
の

減
免

を
受
け
よ
う
と
す
る
事

由
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 

（
１

）
～
（

３
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
３
）
 

（
略
）
 

３
 
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
 
 
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事

由
が

消
滅
し

た
場

合
に

は
直

ち
に

、
そ

の
旨

を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

３
 

第
１
項
の
規
定
に
よ
つ

て
特

別
土

地
保

有
税

の
減

免
を

受
け

た
者

は
、

そ
の

事

由
が
消
滅
し
た
場
合
に

は
直

ち
に

、
そ

の
旨

を
町

長
に

申
告

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

附
 

則
 

附
 

則
 

（
削

除
）
 

（
公
益
法
人
等
に
係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）

 

第
４
条
の
２
 
当
分
の
間
、

租
税

特
別

措
置

法
第

４
０

条
第

３
項

後
段

（
同

条
第

６

項
か
ら
第
１
０
項
ま
で

及
び

第
１

１
項

（
同

条
第

１
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を
含
む
。
以
下
こ
の

条
に

お
い

て
同

じ
。

）
の

規
定

に
よ

り
み

な
し

て
適

用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定

の
適

用
を

受
け

た
同

法
第

４
０

条
第

３
項

に
規

定
す

る
公
益
法
人
等
（
同
条

第
６

項
か

ら
第

１
１

項
ま

で
の

規
定

に
よ

り
特

定
贈

与
等

に
係
る
公
益
法
人
等
と

み
な

さ
れ

る
法

人
を

含
む

。
）

を
同

条
第

３
項

に
規

定
す

る
贈
与
又
は
遺
贈
を
行

つ
た

個
人

と
み

な
し

て
、

令
附

則
第

３
条

の
２

の
３

で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

こ
れ

に
同

項
に

規
定

す
る

財
産

（
同

法
第

４
０

条
第

６
項

か
ら
第
１
１
項
ま
で
の

規
定

に
よ

り
特

定
贈

与
等

に
係

る
財

産
と

み
な

さ
れ

る
資

産
を
含
む
。
）
に
係
る

山
林

所
得

の
金

額
、

譲
渡

所
得

の
金

額
又

は
雑

所
得

の
金

額
に
係
る
町
民
税
の
所

得
割

を
課

す
る

。
 

（
令

和
６
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
の

特
別

税
額
控
除
）
 

第
７

条
の
５

 
令

和
６

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
５
条
の
８
第

４
項

及
び
第

５
項

に
規

定
す

る
と

こ
ろ

に
よ

り
控
除
す
べ
き
町
民
税
に
係
る
令
和

６
年

度
分
特

別
税

額
控

除
額

を
、

前
年

の
合

計
所
得
金
額
が
１
，
８
０
５
万
円
以

下
で

あ
る
所

得
割

の
納

税
義

務
者

（
次

条
及

び
附
則
第
７
条
の
７
に
お
い
て
「
特

別
税

額
控
除

対
象

納
税

義
務

者
」

と
い

う
。

）
の
第
３
４
条
の
３
、
第
３
４
条
の

６
か

ら
第
３

４
条

の
９

ま
で

、
附

則
第

５
条

第
２
項
、
附
則
第
７
条
第
１
項
、
附

則
第

７
条
の

３
の

２
第

１
項

、
前

条
及

び
附

則
第
９
条
の
２
の
規
定
を
適
用
し
た

場
合

の
所
得

割
の

額
か

ら
控

除
す

る
。
 

（
新
設
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る
第
３
４
条
の
７
第
２
項
、
第
４
７

条
の

５
第
１

項
及

び
前

条
の

規
定

の
適

用
に

つ
い
て
は
、
第
３
４
条
の
７
第
２
項

及
び

前
条
中

「
附

則
第

５
条

の
６

第
２

項
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
５
条
の
６
第

２
項

及
び
第

５
条

の
８

第
６

項
」

と
、

第
４

７
条
の
５
第
１
項
中
「
課
し
た
」
と

あ
る

の
は
「

附
則

第
７

条
の

５
第

１
項

の
規

定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合

に
課

す
べ
き

」
と

、
「

の
前

々
年

中
」

と
あ

る
の
は
「
の
同
項
の
規
定
の
適
用
が

な
い

も
の
と

し
た

場
合

に
お

け
る

前
々

年
中

」
と
、
「
、
前
々
年
中
」
と
あ
る
の

は
「

、
附
則

第
７

条
の

５
第

１
項

の
規

定
の

適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お

け
る

前
々
年

中
」

と
す

る
。
 

（
令

和
６
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
の

納
税

通
知
書
に
関
す
る
特
例
）
 

第
７

条
の
６

 
令

和
６

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税
に
限
り
、
個
人
の
町
民
税
の
納
税

通
知

書
に
記

載
す

べ
き

各
納

期
の

納
付

額
に

つ
い
て
は
、
第
４
１
条
の
規
定
に
か

か
わ

ら
ず
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。
 

（
１

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に

係
る

個
人
の

町
民

税
の

額
（

前
条

第
１

項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た

場
合

に
算
出

さ
れ

る
普

通
徴

収
に

係
る

個
人
の
町
民
税
の
額
を
い
う
。
）
、
特

別
税

額
控
除

前
の

普
通

徴
収

に
係

る
個

人
の
道
民
税
の
額
（
法
附
則
第
５
条
の

８
第

１
項
及

び
第

２
項

の
規

定
の

適
用

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ

る
普

通
徴
収

に
係

る
個

人
の

道
民

税
の

額
を
い
う
。
）
及
び
普
通
徴
収
に
係
る

森
林

環
境
税

の
額

の
合

算
額

（
以

下
こ

の
号
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
前
の

普
通

徴
収
に

係
る

個
人

の
住

民
税

の
額

」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴

収
に

係
る
個

人
の

町
民

税
の

額
、

普
通

徴
収
に
係
る
個
人
の
道
民
税
の
額
及
び

（
新
設
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

普
通

徴
収
に

係
る

森
林

環
境

税
の

額
の

合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項

に
お

い
て
「

普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）

が
そ

の
者
の

特
別

税
額

控
除

前
の

普
通

徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
を
４

で
除

し
て
得

た
金

額
（

当
該
金
額

に
１
，
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、

又
は

当
該
金

額
の

全
額

が
１

，
０

０
０

円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

額
又

は
そ
の

全
額

を
切

り
捨

て
た

金
額

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」

と
い

う
。
）

に
３

を
乗

じ
て

得
た

金
額

を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通

徴
収

に
係
る

個
人

の
住

民
税

の
額

か
ら

控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以

下
こ

の
項
に

お
い

て
「
第

１
期
分

金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

当
該

納
税
通

知
書

に
記

載
す

べ
き

各
納

期
の
納
付
額
は
、
第
４
０
条
第
１
項
に

規
定

す
る
第

１
期

の
納

期
（

以
下

こ
の

項
、
次
項
及
び
次
条
第
１
項
に
お
い
て

「
第

１
期
納

期
」

と
い

う
。

）
に

お
い

て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
か
ら
そ

の
者

の
普
通

徴
収

の
個

人
の

住
民

税
に

係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額

と
し

、
そ
の

他
の

そ
れ

ぞ
れ

の
納

期
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。

（
２

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係

る
特

別
税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

者
の

第
１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、

当
該
納

税
通

知
書

に
記

載
す

べ
き

各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
１
期
納
期
に

お
い

て
は
な

い
も

の
と

し
、
第
４

０
条

第
１
項
に
規
定
す
る
第
２
期
の
納
期
（
以

下
こ

の
項
及

び
次

条
第

１
項

に
お

い
て

「
第
２
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
は

そ
の
者

の
第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の

者
の

普
通
徴

収
の

個
人

の
住

民
税

に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と

- 8 -



江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

し
、

第
４
０

条
第

１
項

に
規

定
す

る
第

３
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
第

３
期
納

期
」

と
い

う
。

）
及

び
同

条
第
１
項
に
規
定
す
る
第
４
期
の
納
期

（
以

下
こ
の

項
に

お
い

て
「

第
４

期
納

期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者

の
分

割
金
額

と
す

る
。
 

（
３

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係

る
特

別
税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の

合
計

額
以
上

で
あ

り
、

か
つ

、
そ

の
者

の
第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金

額
に

２
を
乗

じ
て

得
た

金
額

と
の

合
計

額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税

通
知

書
に
記

載
す

べ
き

各
納

期
の

納
付

額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
第
２
期
納
期

に
お

い
て
は

な
い

も
の

と
し

、
第

３
期

納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１
期
分

金
額

と
そ
の

者
の

分
割

金
額

に
２

を
乗

じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の

者
の

普
通
徴

収
の

個
人

の
住

民
税

に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と

し
、

第
４
期

納
期

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
分
割
金
額
と
す
る
。
 

（
４

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係

る
特

別
税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１

期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
２

を
乗

じ
て
得

た
金

額
と

の
合

計
額

以
上

で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書

に
記

載
す
べ

き
各

納
期

の
納

付
額

は
、

第
１
期
納
期
、
第
２
期
納
期
及
び
第
３

期
納

期
に
お

い
て

は
な

い
も

の
と

し
、

第
４
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
普

通
徴

収
に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

額
、

普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
道
民
税
の
額

及
び

普
通
徴

収
に

係
る

森
林

環
境

税
の

額
の
合
算
額
と
す
る
。
 

２
 

令
和
６

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税

（
第

１
期
納
期
か
ら
第
４
７
条
第
１
項
の
規

定
に

よ
り
普

通
徴

収
の

方
法

に
よ

つ
て

徴
収

さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
を
除

- 9 -



江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

く
。

）
を
同

項
の

規
定

に
よ

り
普

通
徴

収
の

方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
つ

い
て

は
、
前

項
の

規
定

は
、

適
用

し
な

い
。
 

（
令

和
６
年

度
分

の
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
関
す
る

特
例

）
 

第
７

条
の
７

 
令

和
６

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税
に
限
り
、
第
４
７
条
の
２
第
１
項

の
規

定
に
よ

り
特

別
徴

収
の

方
法

に
よ

つ
て

徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
に

係
る
個

人
の

町
民

税
（

第
３

項
に

お
い

て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の

個
人

の
町
民

税
」

と
い

う
。

）
の

額
及

び
同

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収

の
方

法
に
よ

つ
て

徴
収

す
べ

き
公

的
年

金
等

に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

の
額

に
つ
い

て
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る
。
 

（
１

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に

係
る

個
人
の

町
民

税
の

額
（

附
則

第
７

条
の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い

も
の

と
し
た

場
合

に
算

出
さ

れ
る

第
４

７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
前
年
中

の
公

的
年
金

等
に

係
る

所
得

に
係

る
所

得
割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ

て
賦

課
徴
収

を
行

う
森

林
環

境
税

額
を

含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
５
号
に
お

い
て

同
じ
。

）
の

合
算

額
（

以
下

こ
の

号
及
び
第
５
号
に
お
い
て
「
年
金
所
得

に
係

る
所
得

割
額

及
び

均
等

割
額

の
合

算
額
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ

の
号

及
び
第

３
項

第
１

号
に

お
い

て
同

じ
。
）
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係

る
所

得
割
額

及
び

均
等

割
額

の
合

算
額

を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第

３
項

に
お
い

て
「

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
」

と
い

う
。
）

が
そ

の
者

の
特

別
税

額
控

除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民

税
の

額
（
特

別
税

額
控

除
前

の
年

金
所

得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
か
ら
特

（
新
設
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

別
税

額
控
除

前
の

特
別

徴
収

に
係

る
個

人
の
町
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前

の
年

金
所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
い

う
。

以
下
こ

の
号

に
お

い
て

同
じ

。
）

を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お

い
て
同

じ
。

）
を

２
で

除
し

て
得

た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
，
０
０
０
円

未
満

の
端
数

が
あ

る
と

き
、

又
は

当
該

金
額
の
全
額
が
１
，
０
０
０
円
未
満
で

あ
る

と
き
は

、
そ

の
端

数
金

額
又

は
そ

の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ

の
項

に
お
い

て
「

第
二

期
分

金
額

」
と

い
う
。
）
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除

前
の

普
通
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る

金
額

（
以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

第
１

期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い

場
合

に
は
、

第
１

期
納

期
及

び
第

２
期

納
期
に
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴

収
す

べ
き
公

的
年

金
等

に
係

る
所

得
に

係
る
個
人
の
町
民
税
の
額
（
以
下
こ
の

項
に

お
い
て

「
普

通
徴

収
対

象
税

額
」

と
い
う
。
）
並
び
に
第
４
７
条
の
３
に

規
定

す
る
特

別
徴

収
対

象
年

金
給

付
の

支
払
を
す
る
際
、
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
つ

て
徴
収

す
べ

き
公

的
年

金
等

に
係

る
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
額

（
以

下
こ
の

項
及

び
第

３
項

に
お

い
て

「
特
別
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
）

は
、

第
１
納

期
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

第
１
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所

得
に

係
る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当

す
る

税
額
、

第
２

期
納

期
に

お
い

て
は

そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
に
相
当
す
る

税
額

、
当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年

の
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま

で
の

間
に
お

い
て

は
そ

の
者

の
特

別
税

額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の

町
民

税
の
額

を
３

で
除

し
て

得
た

金
額

（
当
該
金
額
に
１
０
０
円
未
満
の
端
数

が
あ

る
と
き

、
又

は
当

該
金

額
の

全
額

が
１
０
０
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

の
端

数
金
額

又
は

そ
の

全
額

を
切

り
捨

て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分

割
金

額
」
と

い
う

。
）

に
２

を
乗

じ
て

得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除

前
の

特
別
徴

収
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る

金
額

（
以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

１
０

月
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る

税
額

、
同
年

１
２

月
１

日
か

ら
翌

年
の

３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ

の
者

の
分
割

金
額

に
相

当
す

る
税

額
と

す
る
。
 

（
２

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の

者
の
第

１
期

分
金

額
と

そ
の

者
の

第
２
期
分
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な

い
場

合
に
は

、
普

通
徴

収
対

象
税

額
及

び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期
納

期
に

お
け
る

税
額

は
な

い
も

の
と

し
、

第
２
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第

１
期

分
金
額

と
そ

の
者

の
第

２
期

分
金

額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所

得
に

係
る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当

す
る

税
額
、

当
該

年
度

の
初

日
の

属
す

る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３
０

日
ま

で
の
間

に
お

い
て

は
そ

の
者

の
１

０
月
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年

１
２

月
１
日

か
ら

翌
年

の
３

月
３

１
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割

金
額

に
相
当

す
る

税
額

と
す

る
。

 

（
３

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
２
期
分

金
額

と
の
合

計
額

以
上

で
あ

り
、

か
つ

、
そ
の
者
の
第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者

の
第

２
期
分

金
額

及
び

そ
の

者
の

１
０

月
分
金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合

に
は

、
普
通

徴
収

対
象

税
額

及
び

特
別

徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期
納
期
及
び
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

第
２

期
納
期

に
お

け
る

税
額

は
な

い
も

の
と
し
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の

１
０
月

１
日

か
ら

１
１

月
３

０
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
１

期
分

金
額
、

そ
の

者
の

第
２

期
分

金
額

及
び
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
の
合
計

額
か

ら
そ
の

者
の

年
金

所
得

に
係

る
個

人
の
町
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額

を
控

除
し
た

残
額

に
相

当
す

る
税

額
、

同
年
１
２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
３

１
日

ま
で
の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
 

（
４

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分

金
額

及
び
そ

の
者

の
１

０
月

分
金

額
の

合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者

の
第

１
期
分

金
額

、
そ

の
者

の
第

２
期

分
金
額
、
そ
の
者
の
１
０
月
分
金
額
及

び
そ

の
者
の

分
割

金
額

の
合

計
額

に
満

た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税

額
及

び
特
別

徴
収

対
象

税
額

は
、

第
１

期
納
期
及
び
第
２
期
納
期
並
び
に
当
該

年
度

の
初
日

の
属

す
る

年
の

１
０

月
１

日
か
ら
１
１
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お

け
る

税
額
は

な
い

も
の

と
し

、
同

年
１

２
月
１
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま

で
の

間
に
お

い
て

は
そ

の
者

の
第

１
期

分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分
金
額
、

そ
の

者
の
１

０
月

分
金

額
及

び
そ

の
者

の
分
割
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の

年
金

所
得
に

係
る

個
人

の
町

民
税

に
係

る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額

に
相

当
す
る

税
額

、
同

年
２

月
１

日
か

ら
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は

そ
の

者
の
分

割
金

額
に

相
当

す
る

税
額

と
す
る
。
 

（
５

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

第
１
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
２
期
分

金
額

、
そ
の

者
の

１
０

月
分

金
額

及
び

そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
以
上
で

- 13 -



江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

あ
る

場
合
に

は
、

普
通

徴
収

対
象

税
額

及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
１
期

納
期

及
び
第

２
期

納
期

並
び

に
当

該
年

度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日

か
ら

翌
年
の

１
月

３
１

日
ま

で
の

間
に

お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年

２
月

１
日
か

ら
３

月
３

１
日

ま
で

の
間

に
お
い
て
は
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係

る
所

得
割
額

及
び

均
等

割
額

の
合

算
額

に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。
 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る
第
４
７
条
の
４
の
規
定
の
適
用
に

つ
い

て
は
、

同
条

第
２

項
中

「
年

金
所

得
に

係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の

初
日

の
属
す

る
年

の
１

０
月

１
日

か
ら

翌
年

の
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

当
該

特
別
徴

収
対

象
年

金
所

得
者

に
係

る
特

別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回

数
で

除
し
て

得
た

額
」

と
あ

る
の

は
、

「
附

則
第
７
条
の
７
第
１
項
各
号
に
規
定

す
る

特
別
徴

収
の

方
法

に
よ

つ
て

徴
収

す
べ

き
額
」
と
す
る
。
 

３
 

令
和
６

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税

に
限

り
、
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個

人
の

町
民
税

の
額

（
第

１
項

の
規

定
の

適
用

が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

は
、

次
に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る

個
人

の
町
民

税
の

額
（

特
別

税
額

控
除

前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

の
額

か
ら
第

４
７

条
の

５
第

１
項

に
規

定
す
る
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収

税
額

を
控
除

し
た

額
を

い
う

。
以

下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
３
で
除
し

て
得

た
金
額

（
当

該
金

額
に

１
０

０
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該

金
額

の
全
額

が
１

０
０

円
未

満
で

あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全

額
を

切
り
捨

て
た

金
額

。
以

下
こ

の
項

に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

に
２

を
乗
じ

て
得

た
金

額
を

そ
の

者
の

特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る

個
人

の
町
民

税
の

額
か

ら
控

除
し

た
残

額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に

お
い

て
「
１

０
月

分
金

額
」

と
い

う
。

）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収

対
象

税
額
は

、
当

該
年

度
の

初
日

の
属

す
る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
１
１
月
３

０
日

ま
で
の

間
に

お
い

て
は

そ
の

者
の

１
０
月
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所

得
に

係
る
個

人
の

町
民

税
に

係
る

特
別

税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当

す
る

税
額
、

同
年

１
２

月
１

日
か

ら
翌

年
の
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
い
て

は
そ

の
者
の

分
割

金
額

に
相

当
す

る
税

額
と
す
る
。
 

（
２

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

１
０
月
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の

者
の
１

０
月

分
金

額
と

そ
の

者
の

分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場

合
に

は
、
特

別
徴

収
対

象
税

額
は

、
当

該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月

１
日

か
ら
１

１
月

３
０

日
ま

で
の

間
に

お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年

１
２

月
１
日

か
ら

翌
年

の
１

月
３

１
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
１
０

月
分

金
額
と

そ
の

者
の

分
割

金
額

と
の

合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係

る
個

人
の
町

民
税

に
係

る
特

別
税

額
控

除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税

額
、

同
年
２

月
１

日
か

ら
３

月
３

１
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割

金
額

に
相
当

す
る

税
額

と
す

る
。

 

（
３

）
 
特

別
税

額
控

除
対

象
納

税
義

務
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
町
民
税

に
係

る
特
別

税
額

控
除

額
が

そ
の

者
の

１
０
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額

と
の

合
計
額

以
上

で
あ

る
場

合
に

は
、

特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の

初
日

の
属
す

る
年

の
１

０
月

１
日

か
ら

翌
年
の
１
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

る
税

額
は
な

い
も

の
と

し
、

同
年

２
月

１
日
か
ら
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お

い
て

は
そ
の

者
の

第
４

７
条

の
５

第
２

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第

４
７

条
の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
に
相
当
す

る
税

額
と
す

る
。

 

４
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る
第
４
７
条
の
４
の
規
定
の
適
用
に

つ
い

て
は
、

同
条

第
２

項
中

「
年

金
所

得
に

係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の

初
日

の
属
す

る
年

の
１

０
月

１
日

か
ら

翌
年

の
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
お
け
る

当
該

特
別
徴

収
対

象
年

金
所

得
者

に
係

る
特

別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回

数
で

除
し
て

得
た

額
」

と
あ

る
の

は
、

「
附

則
第
７
条
の
７
第
３
項
各
号
に
規
定

す
る

特
別
徴

収
の

方
法

に
よ

つ
て

徴
収

す
べ

き
額
」
と
す
る
。
 

５
 

令
和
６

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税

に
つ

き
第
４
７
条
の
６
第
１
項
の
規
定
の
適

用
が

あ
る
場

合
に

つ
い

て
は

、
前

各
項

の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。
 

（
令

和
７
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
の

特
別

税
額
控
除
）
 

第
７

条
の
８

 
令

和
７

年
度

分
の

個
人

の
町

民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
５
条
の
１
２

第
３

項
及
び

第
４

項
に

規
定

す
る

と
こ

ろ
に

よ
り
控
除
す
べ
き
町
民
税
に
係
る
令

和
７

年
度
分

特
別

税
額

控
除

額
を

、
同

条
第

３
項
に
規
定
す
る
特
別
税
額
控
除
対

象
納

税
義
務

者
の

第
３

４
条

の
３

、
第

３
４

条
の
６
か
ら
第
３
４
条
の
９
ま
で
、

附
則

第
５
条

第
２

項
、

附
則

第
７

条
第

１
項

、
附
則
第
７
条
の
３
の
２
第
１
項
、

附
則

第
７
条

の
４

及
び

附
則

第
９

条
の

２
の

規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の

額
か

ら
控
除

す
る

。
 

（
新
設
）
 

（
肉

用
牛
の

売
却

に
よ

る
事

業
所

得
に

係
る

町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
事

業
所

得
に

係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）
 

第
８

条
 
（

略
）

 
第
８
条
 
（
略
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

２
 

前
項
に

規
定

す
る

各
年

度
分

の
個

人
の

町
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
６
条
第
５

項
に

規
定
す

る
場

合
に

お
い

て
、

第
３

６
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

に
肉

用
牛
の

売
却

に
係

る
租

税
特

別
措

置
法
第
２
５
条
第
２
項
第
２
号
に
規
定
す

る
事

業
所
得

の
明

細
に

関
す

る
事

項
の

記
載
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前
年
の

総
所

得
金
額

に
係

る
町

民
税

の
所

得
割

の
額
は
、
第
３
３
条
か
ら
第
３
４
条
の
３

ま
で

、
第
３

４
条

の
６

か
ら

第
３

４
条

の
８
ま
で
、
附
則
第
７
条
第
１
項
、
附
則

第
７

条
の
３

第
１

項
、

附
則

第
７

条
の

３
の
２
第
１
項
及
び
附
則
第
７
条
の
４
の

規
定

に
か
か

わ
ら

ず
、

法
附

則
第

６
条

第
５

項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
 

２
 

前
項
に
規
定
す
る
各
年

度
分

の
個

人
の

町
民

税
に

限
り

、
法

附
則

第
６

条
第

５

項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い

て
、

第
３

６
条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
申

告
書

に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租

税
特

別
措

置
法

第
２

５
条

第
２

項
第

２
号

に
規

定
す

る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す

る
事

項
の

記
載

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
者

の
前

年
の

総
所
得
金
額
に
係
る
町
民
税

の
所

得
割

の
額

は
、

第
３

３
条

か
ら

第
３

４
条

の
３

ま
で
、
第
３
４
条
の
６
か
ら

第
３

４
条

の
８

ま
で

、
附

則
第

７
条

第
１

項
、

附
則

第
７
条
の
３
第
１
項
、
附
則
第
７
条
の
３
の
２
第
１
項
及
び
前
条
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

法
附

則
第

６
条

第
５

項
各

号
に

掲
げ

る
金

額
の

合
計

額
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
お

け
る
第
３
４
条
の
９
第
１
項
、
附
則
第

７
条

の
５
第

１
項

及
び

前
条

の
規

定
の

適
用

に
つ
い
て
は
、
第
３
４
条
の
９
第
１

項
中

「
前
３

条
」

と
あ

る
の

は
 
 
「

前
３
条
並
び
に
附
則
第
８
条
第
２
項
」
と
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
中

「
前

条
及

び
」

と
あ
る
の
は
「
前
条
、
附
則
第
８
条

第
２

項
及
び

」
と

、
前

条
中

「
附

則
第

７
条

の
４
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

７
条

の
４
、

次
条

第
２

項
及

び
」

と
す

る
。
 

３
 
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
３
４
条
の
９
第
１
項
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
「
前
３
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
３
条
並
び
に
附
則
第
８
条
第
２
項
」
と
す
る

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
。
 

（
法

附
則
第

１
５

条
第

２
項

第
１

号
等

の
条

例
で
定
め
る
割
合
）
 

（
法
附
則
第
１
５
条
第

２
項

第
１

号
等

の
条

例
で

定
め

る
割

合
）

 

第
１

０
条
の

２
 
（

略
）
 

第
１
０
条
の
２
 

（
略
）
 

２
～

１
３
 

（
略

）
 

２
～
１
３
 

（
略
）
 

１
４

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

２
号

に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規

定
す

る
町
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
７

分
の

６
と
す
る
。
 

（
新
設
）
 

１
５

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

３
号

イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に

１
４
 

法
附
則
第
１
５
条
第

２
５

項
第

２
号

イ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に

- 17 -



江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

規
定

す
る
町

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３
と
す
る
。
 

規
定
す
る
町
の
条
例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
６

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

３
号

ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に

規
定

す
る
町

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３
と
す
る
。
 

１
５
 

法
附
則
第
１
５
条
第

２
５

項
第

２
号

ロ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に

規
定
す
る
町
の
条
例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
７

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

３
号

ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に

規
定

す
る
町

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３
と
す
る
。
 

１
６
 

法
附
則
第
１
５
条
第

２
５

項
第

２
号

ハ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に

規
定
す
る
町
の
条
例
で

定
め

る
割

合
は

４
分

の
３

と
す

る
。
 

１
８

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

４
号

イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に

規
定

す
る
町

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

２
分

の
１
と
す
る
。
 

１
７
 

法
附
則
第
１
５
条
第

２
５

項
第

３
号

イ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に

規
定
す
る
町
の
条
例
で

定
め

る
割

合
は

２
分

の
１

と
す

る
。
 

１
９

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

４
号

ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に

規
定

す
る
町

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

２
分

の
１
と
す
る
。
 

１
８
 

法
附
則
第
１
５
条
第

２
５

項
第

３
号

ロ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に

規
定
す
る
町
の
条
例
で

定
め

る
割

合
は

２
分

の
１

と
す

る
。
 

２
０

 
法
附

則
第

１
５

条
第

２
５

項
第

４
号

ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に

規
定

す
る
町

の
条

例
で

定
め

る
割

合
は

２
分

の
１
と
す
る
。
 

１
９
 

法
附
則
第
１
５
条
第

２
５

項
第

３
号

ハ
に

規
定

す
る

設
備

に
つ

い
て

同
号

に

規
定
す
る
町
の
条
例
で

定
め

る
割

合
は

２
分

の
１

と
す

る
。
 

２
１

 
（
略

）
 

２
０
 

（
略
）
 

（
削

除
）
 

２
１
 

法
附
則
第
１
５
条
第

３
２

項
に

規
定

す
る

町
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
２

分

の
１
と
す
る
。
 

２
２

 
法
附

則
第

１
５

条
第

３
２

項
に

規
定

す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分

の
２

と
す
る

。
 

２
２
 

法
附
則
第
１
５
条
第

３
３

項
に

規
定

す
る

町
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
３

分

の
２
と
す
る
。
 

２
３

 
法
附

則
第

１
５

条
第

３
７

項
に

規
定

す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分

の
２

と
す
る

。
 

２
３
 

法
附
則
第
１
５
条
第

３
８

項
に

規
定

す
る

町
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
３

分

の
２
と
す
る
。
 

２
４

 
法
附

則
第

１
５

条
第

３
８

項
に

規
定

す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
２
分

の
１

と
す
る

。
 

（
新
設
）
 

２
５

 
法
附

則
第

１
５

条
第

４
１

項
に

規
定

す
る
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分

２
４
 

法
附
則
第
１
５
条
第

４
２

項
に

規
定

す
る

町
の

条
例

で
定

め
る

割
合

は
３

分
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

の
１

と
す
る

。
 

の
１
と
す
る
。
 

２
６

 
（
略

）
 

２
５
 

（
略
）
 

２
７

 
（
略

）
 

２
６
 

（
略
）
 

（
新

築
住
宅

等
に

対
す

る
固

定
資

産
税

の
減

額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
者

が
す
べ

き
申

告
）
 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す

る
固

定
資

産
税

の
減

額
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者
が
す
べ
き
申
告
）
 

第
１

０
条
の

３
 
（

略
）
 

第
１
０
条
の
３
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

３
 

町
長
は

、
法

附
則

第
１

５
条

の
７

第
１

項
又
は
第
２
項
の
認
定
長
期
優
良
住
宅

の
う

ち
区
分

所
有

に
係

る
住

宅
に

つ
い

て
は

、
前
項
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か
つ

た
場

合
に
お

い
て

も
、

長
期

優
良

住
宅

の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
２

０
年

法
律
第

８
７

号
）

第
５

条
第

４
項

に
規

定
す
る
管
理
者
等
か
ら
、
法
附
則
第

１
５

条
の
７

第
３

項
に

規
定

す
る

期
間

内
に

施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
４
項
に
規

定
す

る
書
類

の
提

出
が

さ
れ

、
か

つ
、

当
該

区
分
所
有
に
係
る
住
宅
が
法
附
則
第

１
５

条
の
７

第
１

項
又

は
第

２
項

に
規

定
す

る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き

は
、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
同

条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
を
適

用
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
 

（
新
設
）
 

４
 

（
略
）
 

３
 

（
略
）
 

５
 

（
略
）
 

４
 

（
略
）
 

６
 

（
略
）
 

５
 

（
略
）
 

７
 

（
略
）
 

６
 

（
略
）
 

８
 

（
略
）
 

７
 

（
略
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

９
 

法
附
則

第
１

５
条

の
９

第
４

項
の

高
齢

者
等
居
住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
５
項

の
高

齢
者
等

居
住

改
修

専
有

部
分

に
つ

い
て

、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ

う
と

す
る
者

は
、

同
条

第
４

項
に

規
定

す
る

居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日

か
ら

３
月
以

内
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第

７
条

第
９
項

各
号

に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

８
 

法
附
則
第
１
５
条
の
９

第
４

項
の

高
齢

者
等

居
住

改
修

住
宅

又
は

同
条

第
５

項

の
高
齢
者
等
居
住
改
修

専
有

部
分

に
つ

い
て

、
こ

れ
ら

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と
す
る
者
は
、
同
条

第
４

項
に

規
定

す
る

居
住

安
全

改
修

工
事

が
完

了
し

た
日

か
ら
３
月
以
内
に
、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

告
書

に
施

行
規

則
附

則
第

７
条
第
８
項
各
号
に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
１

）
～
（

７
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
７
）
 

（
略
）
 

１
０

 
法
附

則
第

１
５

条
の

９
第

９
項

の
熱

損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
１

０
項

の
熱
損

失
防

止
改

修
等

専
有

部
分

に
つ

い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ

う
と
す

る
者

は
、

同
条

第
９

項
に

規
定

す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完

了
し

た
日
か

ら
３

月
以

内
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規

則
附

則
第
７

条
第

１
０

項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

 

９
 

法
附
則
第
１
５
条
の
９

第
９

項
の

熱
損

失
防

止
改

修
等

住
宅

又
は

同
条

第
１

０

項
の
熱
損
失
防
止
改
修

等
専

有
部

分
に

つ
い

て
、

こ
れ

ら
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
同

条
第

９
項

に
規

定
す

る
熱

損
失

防
止

改
修

工
事

等
が

完
了

し
た
日
か
ら
３
月
以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則
第
７
条
第
９
項
各
号
 
 
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

（
１

）
～
（

６
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
６
）
 

（
略
）
 

１
１

 
法
附

則
第

１
５

条
の

９
の

２
第

１
項

に
規
定
す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅

に
つ

い
て
、

同
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
耐
震
基

準
適

合
住
宅

に
係

る
耐

震
改

修
が

完
了

し
た

日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る

事
項

を
記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
７

条
第

１
１

項
各

号
に

掲
げ

る
 
 

書
類

を
添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。
 

１
０
 

法
附
則
第
１
５
条
の

９
の

２
第

１
項

に
規

定
す

る
特

定
耐

震
基

準
適

合
住

宅

に
つ
い
て
、
同
項
の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
当

該
特

定
耐

震
基

準
適
合
住
宅
に
係
る
耐

震
改

修
が

完
了

し
た

日
か

ら
３

月
以

内
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
７

条
第

１
０

項
各

号
に

規
定

す
る

書
類
を
添
付
し
て
町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
１

）
～
（

６
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
６
）
 

（
略
）
 

１
２

 
法
附

則
第

１
５

条
の

９
の

２
第

４
項

に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等

１
１
 

法
附
則
第
１
５
条
の

９
の

２
第

４
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失

防
止

改
修

等
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

住
宅

又
は
同

条
第

５
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失
防
止
改
修
等
住
宅
専
有
部
分
に

つ
い

て
、
こ

れ
ら

の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
１
５
条

の
９

第
９
項

に
規

定
す

る
熱

損
失

防
止

改
修

工
事
等
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以

内
に

、
次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
２

項
各

号
に
掲

げ
る

書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

住
宅
又
は
同
条
第
５
項

に
規

定
す

る
特

定
熱

損
失

防
止

改
修

等
住

宅
専

有
部

分
に

つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
の

適
用

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
は

、
法

附
則

第
１

５
条

の
９
第
９
項
に
規
定
す

る
熱

損
失

防
止

改
修

工
事

等
が

完
了

し
た

日
か

ら
３

月
以

内
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に

施
行

規
則

附
則

第
７

条
第

１
１

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

を
添

付
し

て
町

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
１

）
～
（

６
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
６
）
 

（
略
）
 

１
３

 
法
附

則
第

１
５

条
の

９
の

３
第

１
項

に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ
ヨ
ン
に
係
る

区
分

所
有
に

係
る

家
屋

に
つ

い
て

、
同

項
の

規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、

当
該
特

定
マ

ン
シ

ヨ
ン

に
係

る
同

項
に

規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら

３
月

以
内
に

、
次

に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条

第
１

７
項
各

号
に

掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

１
２
 

法
附
則
第
１
５
条
の

９
の

３
第

１
項

に
規

定
す

る
特

定
マ

ン
シ

ヨ
ン

に
係

る

区
分
所
有
に
係
る
家
屋

に
つ

い
て

、
同

項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ

ヨ
ン

に
係

る
同

項
に

規
定

す
る

工
事

が
完

了
し

た
日

か
ら

３
月
以
内
に
、
次
に
掲

げ
る

事
項

を
記

載
し

た
申

告
書

に
施

行
規

則
附

則
第

７
条

第
１
６
項
各
号
に
掲
げ

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
 

（
１

）
～
（

５
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
５
）
 

（
略
）
 

１
４

 
法
附

則
第

１
５

条
の

１
０

第
１

項
の

耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項

の
規

定
の
適

用
を

受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、

当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐

震
改

修
が
完

了
し

た
日

か
ら

３
月

以
内

に
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告

書
に

施
行
規

則
附

則
第

７
条

第
１

８
項

に
規

定
す
る
補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通

知
書

の
写
し

、
建

築
物

の
耐

震
改

修
の

促
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第

１
２

３
号
）

第
７

条
又

は
附

則
第

３
条

第
１

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び

当
該

耐
震
改

修
後

の
家

屋
が

令
附

則
第

１
２

条
第
１
９
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満

た
す

こ
と
を

証
す

る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

１
３
 

法
附
則
第
１
５
条
の

１
０

第
１

項
の

耐
震

基
準

適
合

家
屋

に
つ

い
て

、
同

項

の
規
定
の
適
用
を
受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、

当
該

耐
震

基
準

適
合

家
屋

に
係

る
耐

震
改
修
が
完
了
し
た
日

か
ら

３
月

以
内

に
、

次
に

掲
げ

る
事

項
を

記
載

し
た

申
告

書
に
施
行
規
則
附
則
第

７
条

第
１

７
項

に
規

定
す

る
補

助
に

係
る

補
助

金
確

定
通

知
書
の
写
し
、
建
築
物

の
耐

震
改

修
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
７

年
法

律
第

１
２
３
号
）
第
７
条
又

は
附

則
第

３
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
報

告
の

写
し

及
び

当
該
耐
震
改
修
後
の
家

屋
が

令
附

則
第

１
２

条
第

１
９

項
に

規
定

す
る

基
準

を
満

た
す
こ
と
を
証
す
る
書

類
を

添
付

し
て

町
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
施

行
規

則
附

則
第

７
条

第
１

８
項

に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と

な
つ

た
当
該

耐
震

基
準

適
合

家
屋

に
係

る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
 

（
５
）
 
施
行
規
則
附

則
第

７
条

第
１

７
項

に
規

定
す

る
補

助
の

算
定

の
基

礎
と

な
つ
た
当
該
耐
震
基
準

適
合

家
屋

に
係

る
耐

震
改

修
に

要
し

た
費

用
 

（
６

）
 
（

略
）

 
（
６
）
 
（
略
）
 

１
５

 
（
略

）
 

１
４
 

（
略
）
 

（
土

地
に
対

し
て

課
す

る
令

和
６

年
度

か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資

産
税
の

特
例

に
関

す
る

用
語

の
意

義
）
 

（
土
地
に
対
し
て
課
す

る
令

和
３

年
度

か
ら

令
和

５
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資
産
税
の
特
例
に
関

す
る

用
語

の
意

義
）
 

第
１

１
条
 

（
略

）
 

第
１
１
条
 

（
略
）
 

（
令

和
７
年

度
又

は
令

和
８

年
度

に
お

け
る

土
地
の
価
格
の
特
例
）
 

（
令
和
４
年
度
又
は
令

和
５

年
度

に
お

け
る

土
地

の
価

格
の

特
例

）
 

第
１

１
条
の

２
 
町

の
区
域

内
の

自
然

的
及

び
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用

価
値

を
有
す

る
と

認
め

ら
れ

る
地

域
に

お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か
つ
、
町
長
が

土
地

の
修
正

前
の

価
格

（
法

附
則

第
１

７
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の

価
格

を
い
う

。
）

を
当

該
年

度
分

の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
す
る
こ
と
が
、

固
定

資
産
税

の
課

税
上

著
し

く
均

衡
を

失
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土

地
に

対
し
て

課
す

る
固

定
資

産
税

の
課

税
標
準
は
、
第
６
１
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず

、
令
和

７
年

度
分

又
は

令
和

８
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地

の
修

正
価
格
（
法

附
則

第
１

７
条

の
２

第
１

項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い
う
。
）

で
土

地
課
税

台
帳

等
に

登
録

さ
れ

た
も

の
と

す
る
。
 

第
１
１
条
の
２
 

町
の
区
域

内
の

自
然

的
及

び
社

会
的

条
件

か
ら

み
て

類
似

の
利

用

価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
地

域
に

お
い

て
地

価
が

下
落

し
、

か
つ

、
町

長
が

土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法

附
則

第
１

７
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

修
正

前
の

価
格
を
い
う
。
）
を
当
該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

す
る

こ
と

が
、

固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し

く
均

衡
を

失
す

る
と

認
め

る
場

合
に

お
け

る
当

該
土

地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資

産
税

の
課

税
標

準
は

、
第

６
１

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず
、
令
和
４
年
度
又
は
令
和
５
年
度
 
 
 
 
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
土
地

の
修
正
価
格
（
法
附
則

第
１

７
条

の
２

第
１

項
に

規
定

す
る

修
正

価
格

を
い

う
。
）

で
土
地
課
税
台
帳
等
に

登
録

さ
れ

た
も

の
と

す
る

。
 

２
 

法
附
則

第
１

７
条

の
２

第
２

項
に

規
定

す
る
令
和
７
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和

７
年

度
類
似

適
用

土
地

で
あ

つ
て

、
令

和
８

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
前

項
の

規
定
の

適
用

を
受

け
な

い
こ

と
と

な
る

も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の

２
 

法
附
則
第
１
７
条
の
２

第
２

項
に

規
定

す
る

令
和

４
年

度
適

用
土

地
又

は
令

和

４
年
度
類
似
適
用
土
地

で
あ

つ
て

、
令

和
５

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
前

項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
な

い
こ

と
と

な
る

も
の

に
対

し
て

課
す

る
同

年
度

分
の
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

固
定

資
産
税

の
課

税
標

準
は

、
第

６
１

条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た

価
格
（

法
附
則
第

１
７

条
の

２
第

２
項

に
規

定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格
を
い
う
。
）

で
土

地
課
税

台
帳

等
に

登
録

さ
れ

た
も

の
と

す
る
。
 

固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
は

、
第

６
１

条
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
修

正
さ

れ
た

価
格
（
法
附
則
第
１
７

条
の

２
第

２
項

に
規

定
す

る
修

正
さ

れ
た

価
格

を
い

う
。
）

で
土
地
課
税
台
帳
等
に

登
録

さ
れ

た
も

の
と

す
る

。
 

（
宅

地
等
に

対
し

て
課

す
る

令
和

６
年

度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定

資
産
税

の
特

例
）
 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課

す
る

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

固
定
資
産
税
の
特
例
）
 

第
１

２
条
 

宅
地

等
に

係
る

令
和

６
年

度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資

産
税
の

額
は

、
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当

該
宅

地
等
の

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標

準
額
に

、
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る

べ
き
価

格
（

当
該

宅
地

等
が

当
該

年
度

分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３

４
９

条
の
３

の
２

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格

に
同

条
に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
１

０
０
分
の
５
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
（
当
該
宅

地
等

が
当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第

１
５

条
か
ら

第
１

５
条

の
３

ま
で

の
規

定
の

適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き

は
、

当
該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等

に
係

る
当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に

お
け

る
固
定

資
産

税
額

（
以

下
「

宅
地

等
調

整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を

超
え

る
場
合

に
は

、
当

該
宅

地
等

調
整

固
定

資
産
税
額
と
す
る
。
 

第
１
２
条
 

宅
地
等
に
係
る

令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

固

定
資
産
税
の
額
は
、
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

額
が

、
当

該
宅
地
等
の
当
該
年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

係
る

前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標
準
額
に
、
当
該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る
べ
き
価
格
（
当
該

宅
地

等
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９
条
の
３
の
２
の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

価
格

に
同
条
に
定
め
る
率
を

乗
じ

て
得

た
額

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。
）

に
１

０
０
分
の
５
（
商
業
地

等
に

係
る

令
和

４
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
あ

つ
て

は
、

１
０
０
分
の
２
．
５
）

を
乗

じ
て

得
た

額
を

加
算

し
た

額
（

令
和

３
年

度
分

の
固

定
資
産
税
に
あ
つ
て
は

、
前

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

額
）

（
当

該
宅

地
等
が
当
該
年
度
分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
又

は
附

則
第

１
５
条
か
ら
第
１
５
条

の
３

ま
で

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
で

あ
る

と
き

は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
）

を
当

該
宅

地
等

に
係
る
当
該
年
度
分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け
る
固
定
資
産
税
額

（
以

下
「

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
」

と
い

う
。

）
を

超
え
る
場
合
に
は
、
当

該
宅

地
等

調
整

固
定

資
産

税
額

と
す

る
。

 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

２
 

前
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け

る
商

業
地

等
に

係
る

令
和

４
年

度
分

及
び

令
和

５
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江
差
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例
新
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対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

度
ま

で
の
各

年
度

分
の

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定

資
産

税
額
が

、
当

該
商

業
地

等
に

係
る

当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
な

る
べ
き

価
格

に
１

０
分

の
６

を
乗

じ
て

得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年

度
分

の
固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の
３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第

１
５

条
の
３

ま
で

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額

に
こ

れ
ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当

該
年

度
分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固

定
資

産
税
額

を
超

え
る

場
合

に
は

、
同

項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資

産
税

額
と
す

る
。

 

年
度
分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定

資
産
税
額
が
、
当
該
商

業
地

等
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

と
な
る
べ
き
価
格
に
１

０
分

の
６

を
乗

じ
て

得
た

額
（

当
該

商
業

地
等

が
当

該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
又

は
附

則
第

１
５

条
か

ら
第

１
５
条
の
３
ま
で
の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

商
業

地
等

で
あ

る
と

き
は

、
当

該
額

に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額

）
を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資
産
税
額
を
超
え
る

場
合

に
は

、
同

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
固

定
資

産
税
額
と
す
る
。
 

３
 

第
１
項

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
に
係
る
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま

で
の
各

年
度

分
の

宅
地

等
調

整
固

定
資

産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定

資
産

税
額
が

、
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る

べ
き
価

格
に

１
０

分
の

２
を

乗
じ

て
得

た
額
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分

の
固

定
資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５

条
の

３
ま
で

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ

ら
の

規
定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
）

を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分

の
固

定
資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税

額
に

満
た
な

い
場

合
に

は
、

同
項

の
規

定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額

と
す

る
。
 

３
 

第
１
項
の
規
定
の
適
用

を
受

け
る

宅
地

等
に

係
る

令
和

４
年

度
分

及
び

令
和

５

年
度
分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地
等
調
整
固
定

資
産
税
額
が
、
当
該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る
べ
き
価
格
に
１
０

分
の

２
を

乗
じ

て
得

た
額

（
当

該
宅

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
又

は
附

則
第

１
５

条
か

ら
第

１
５

条
の
３
ま
で
の
規
定
の

適
用

を
受

け
る

宅
地

等
で

あ
る

と
き

は
、

当
該

額
に

こ
れ

ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
）

を
当

該
宅

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準

と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、

同
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

固
定

資
産

税
額

と
す
る
。
 

４
 

商
業
地

等
の

う
ち

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
６
以
上
０
．

７
以

下
の
も

の
に

係
る

令
和

６
年

度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産

税
の
額

は
、

第
１

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

４
 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
の

負
担

水
準

が
０

．
６

以
上

０
．

７
以
下
の
も
の
に
係
る
令
和

３
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

固
定

資
産
税
の
額
は
、
第
１

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
当

該
商

業
地

等
の

当
該

年
度
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旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

分
の

固
定
資

産
税

に
係

る
前

年
度

分
の

固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業

地
等

が
当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法
第
３
４
９
条
の
３
又
は
附
則
第

１
５

条
か
ら

第
１

５
条

の
３

ま
で

の
規

定
の

適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と

き
は

、
前
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗

じ
て
得

た
額

）
を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標

準
と
な

る
べ

き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地

等
据

置
固
定

資
産

税
額

」
と

い
う

。
）

と
す

る
。
 

分
の
固
定
資
産
税
に
係

る
前

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税

標
準

額
（

当
該

商
業

地
等
が
当
該
年
度
分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
又

は
附

則
第

１
５
条
か
ら
第
１
５
条

の
３

ま
で

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

商
業

地
等

で
あ

る
と

き
は
、
前
年
度
分
の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額

と
し

た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
（

以
下

「
商

業
地

等
据
置
固
定
資
産
税
額

」
と

い
う

。
）

と
す

る
。

 

５
 

商
業
地

等
の

う
ち

当
該

商
業

地
等

の
当

該
年
度
の
負
担
水
準
が
０
．
７
を
超
え

る
も

の
に
係

る
令

和
６

年
度

か
ら

令
和

８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
額

は
、
第

１
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分

の
固

定
資
産

税
の

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に
１
０
分
の
７
を
乗
じ
て
得
た
額

（
当

該
商
業

地
等

が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の
３

又
は

附
則
第

１
５

条
か

ら
第

１
５

条
の

３
ま

で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地

等
で

あ
る
と

き
は

、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
当

該
商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と

し
た
場

合
に

お
け

る
固

定
資

産
税

額
（

以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税

額
」

と
い
う

。
）

と
す

る
。
 

５
 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該

商
業

地
等

の
当

該
年

度
の

負
担

水
準

が
０

．
７

を
超

え

る
も
の
に
係
る
令
和
３
年
度

か
ら

令
和

５
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
額
は
、
第
１
項
の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

当
該

商
業

地
等

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
に

１
０

分
の

７
を

乗
じ

て
得

た
額

（
当
該
商
業
地
等
が
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
つ

い
て

法
第

３
４

９
条

の
３

又
は
附
則
第
１
５
条
か

ら
第

１
５

条
の

３
ま

で
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
商

業
地

等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
額

に
こ

れ
ら

の
規

定
に

定
め

る
率

を
乗

じ
て

得
た

額
）

を
当
該
商
業
地
等
に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固

定
資

産
税

額
（

以
下

「
商

業
地

等
調

整
固

定
資

産
税

額
」
と
い
う
。
）
と
す

る
。
 

（
農

地
に
対

し
て

課
す

る
令

和
６

年
度

か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固

定
資

産
税
の

特
例

）
 

（
農
地
に
対
し
て
課
す

る
令

和
３

年
度

か
ら

令
和

５
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定
資
産
税
の
特
例
）
 

第
１

３
条
 

農
地

に
係

る
令

和
６

年
度

か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定

資
産

税
の
額

は
、

当
該

農
地

に
係

る
当

該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
農

地
に

係
る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
係

る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税

第
１
３
条
 

農
地
に
係
る
令

和
３

年
度

か
ら

令
和

５
年

度
ま

で
の

各
年

度
分

の
固

定

資
産
税
の
額
は
、
当
該

農
地

に
係

る
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

額
が

、
当

該
農

地
に
係
る
当
該
年
度
分

の
固

定
資

産
税

に
係

る
前

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の

課
税
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差
町
税
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例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

標
準

額
（
当

該
農

地
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産
税
に
つ
い
て
法
第
３
４
９
条
の

３
又

は
附
則

第
１

５
条

か
ら

第
１

５
条

の
３

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地

で
あ

る
と
き

は
、

当
該

課
税

標
準

額
に

こ
れ

ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表

の
左

欄
に
掲

げ
る

負
担

水
準

の
区

分
に

応
じ

、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整

率
を
乗
じ
て
得
た
額
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の

課
税
標

準
と

な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
農

地
調

整
固
定

資
産

税
額

」
と

い
う

。
）

を
超

え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固

定
資

産
税
額

と
す

る
。
 

標
準
額
（
当
該
農
地
が

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
に

つ
い

て
法

第
３

４
９

条
の

３
又
は
附
則
第
１
５
条

か
ら

第
１

５
条

の
３

ま
で

の
規

定
の

適
用

を
受

け
る

農
地

で
あ
る
と
き
は
、
当
該

課
税

標
準

額
に

こ
れ

ら
の

規
定

に
定

め
る

率
を

乗
じ

て
得

た
額
。
以
下
こ
の
項
に

お
い

て
同

じ
。

）
に

、
当

該
農

地
の

当
該

年
度

の
次

の
表

の
左
欄
に
掲
げ
る
負
担

水
準

の
区

分
に

応
じ

、
同

表
の

右
欄

に
掲

げ
る

負
担

調
整

率
を
乗
じ
て
得
た
額
（

令
和

３
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
あ

つ
て

は
、

前
年

度
分

の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準

額
）

を
当

該
農

地
に

係
る

当
該

年
度

分
の

固
定

資
産

税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き

額
と

し
た

場
合

に
お

け
る

固
定

資
産

税
額
（

以
下
「

農

地
調
整
固
定
資
産
税
額

」
と

い
う

。
）

を
超

え
る

場
合

に
は

、
当

該
農

地
調

整
固

定
資
産
税
額
と
す
る
。
 

（
略

）
 

（
略
）
 

（
特

別
土
地

保
有

税
の

課
税

の
特

例
）
 

（
特
別
土
地
保
有
税
の

課
税

の
特

例
）
 

第
１

５
条
 

附
則

第
１

２
条

第
１

項
か

ら
第

５
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地

等
（

附
則
第

１
１

条
第

２
号

に
掲

げ
る

宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、
法
第
３
４
９

条
の

３
、
第

３
４

９
条

の
３

の
２

又
は

附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

の
規

定
の
適

用
が

あ
る

宅
地

等
を

除
く

。
）
に
対
し
て
課
す
る
令
和
６
年
度
か
ら

令
和

８
年
度

ま
で

の
各

年
度

分
の

特
別

土
地

保
有
税
に
つ
い
て
は
、
第
１
３
７
条

第
１

号
及
び

第
１

４
０

条
の

５
中

「
当

該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る

べ
き
価

格
」

と
あ

る
の

は
、

「
当

該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
係
る
附
則
第

１
２

条
第
１

項
か

ら
第

５
項

ま
で

に
規

定
す

る
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
」
と
す

る
。
 

第
１
５
条
 

附
則
第
１
２
条

第
１

項
か

ら
第

５
項

ま
で

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
宅

地

等
（
附
則
第
１
１
条
第
２
号

に
掲

げ
る

宅
地

等
を

い
う

も
の

と
し

、
法

第
３

４
９

条
の
３
、
第
３
４
９
条
の
３

の
２

又
は

附
則

第
１

５
条

か
ら

第
１

５
条

の
３

ま
で

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地

等
を

除
く

。
）

に
対

し
て

課
す

る
令

和
３

年
度

か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
各

年
度

分
の

特
別

土
地

保
有

税
に

つ
い

て
は

、
第

１
３

７
条

第
１
号
及
び
第
１
４
０

条
の

５
中

「
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

の
課

税
標

準
と

な
る
べ
き
価
格
」
と
あ

る
の

は
、

「
当

該
年

度
分

の
固

定
資

産
税

に
係

る
附

則
第

１
２
条
第
１
項
か
ら
第

５
項

ま
で

に
規

定
す

る
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

額
」

と
す

る
。
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

２
 

法
附
則

第
１

１
条

の
５

第
１

項
に

規
定

す
る
宅
地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平

成
１

８
年
１

月
１

日
か

ら
令

和
９

年
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
さ
れ
た
も
の
に
対

し
て

課
す
る

特
別

土
地

保
有

税
に

つ
い

て
は

、
第
１
３
７
条
第
２
号
中
「
不
動
産

取
得

税
の
課

税
標

準
と

な
る

べ
き

価
格

」
と

あ
る
の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税

標
準

と
な
る

べ
き

価
格

（
法

附
則

第
１

１
条

の
５
第
１
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い

も
の

と
し
た

場
合

に
お

け
る

課
税

標
準

と
な

る
べ
き
価
格
を
い
う
。
）
に
２
分
の

１
を

乗
じ
て

得
た

額
」
と

し
、
「

令
第

５
４

条
の
３
８
第
１
項
に
規
定
す
る
価
格
」

と
あ

る
の
は

「
令

第
５

４
条

の
３

８
第

１
項

に
規
定
す
る
価
格
（
法
附
則
第
１
１

条
の

５
第
１

項
の

規
定

の
適

用
が

な
い

も
の

と
し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い

う
。

）
に
２

分
の

１
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

す
る
。
 

２
 

法
附
則
第
１
１
条
の
５

第
１

項
に

規
定

す
る

宅
地

評
価

土
地

の
取

得
の

う
ち

平

成
１
８
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
６

年
３

月
３

１
日

ま
で

の
間

に
さ

れ
た

も
の

に
対

し
て
課
す
る
特
別
土
地

保
有

税
に

つ
い

て
は

、
第

１
３

７
条

第
２

号
中

「
不

動
産

取
得
税
の
課
税
標
準
と

な
る

べ
き

価
格

」
と

あ
る

の
は

「
不

動
産

取
得

税
の

課
税

標
準
と
な
る
べ
き
価
格

（
法

附
則

第
１

１
条

の
５

第
１

項
の

規
定

の
適

用
が

な
い

も
の
と
し
た
場
合
に
お

け
る

課
税

標
準

と
な

る
べ

き
価

格
を

い
う

。
）

に
２

分
の

１
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と

し
、
「

令
第

５
４

条
の

３
８

第
１

項
に

規
定

す
る

価
格

」

と
あ
る
の
は
「
令
第
５

４
条

の
３

８
第

１
項

に
規

定
す

る
価

格
（

法
附

則
第

１
１

条
の
５
第
１
項
の
規
定

の
適

用
が

な
い

も
の

と
し

た
場

合
に

お
け

る
価

格
を

い

う
。
）
に
２
分
の
１
を

乗
じ

て
得

た
額

」
と

す
る

。
 

３
～

５
 
（

略
）

 
３
～
５
 
（
略
）
 

（
上

場
株
式

等
に

係
る

配
当

所
得

等
に

係
る

町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る

配
当

所
得

等
に

係
る

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）
 

第
１

６
条
の

３
 
（

略
）
 

第
１
６
条
の
３
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

３
 

第
１
項

の
適

用
の

規
定

が
あ

る
場

合
に

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 

第
１
項
の
適
用
の
規
定

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

１
６
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町

民
税

の
所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

（
新
設
）
 

（
土

地
の
譲

渡
等

に
係

る
事

業
所

得
等

に
係

る
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係

る
事

業
所

得
等

に
係

る
町

民
税

の
課

税
の

特
例

）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

第
１

６
条
の

４
 
（

略
）
 

第
１
６
条
の
４
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

３
 

第
１
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 

第
１
項
の
規
定
の
適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

１
６
条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町

民
税

の
所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

（
新
設
）
 

４
 

（
略
）
 

４
 

（
略
）
 

（
長

期
譲
渡

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税
の
特
例
）
 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）
 

第
１

７
条
 

（
略

）
 

第
１
７
条
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

３
 

第
１
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

３
 

第
１
項
の
規
定
の
適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

１
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税

の
所

得
割
の

額
」

と
す

る
。
 

（
新
設
）
 

（
短

期
譲
渡

所
得

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税
の
特
例
）
 

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）
 

第
１

８
条
 

（
略

）
 

第
１
８
条
 

（
略
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

２
～

４
 
（

略
）

 
２
～
４
 
（
略
）
 

５
 

第
１
項

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

５
 

第
１
項
の
規
定
の
適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税

の
所

得
割
の

額
」

と
す

る
。
 

（
新
設
）
 

（
一

般
株
式

等
に

係
る

譲
渡

所
得

等
に

係
る

個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
一
般
株
式
等
に
係
る

譲
渡

所
得

等
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
課

税
の

特
例

）
 

第
１

９
条
 

（
略

）
 

第
１
９
条
 

（
略
）
 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

１
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税

の
所

得
割
の

額
」

と
す

る
。
 

（
新
設
）
 

（
先

物
取
引

に
係

る
雑

所
得

等
に

係
る

個
人

の
町
民
税
の
課
税
の
特
例
）
 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑

所
得

等
に

係
る

個
人

の
町

民
税

の
課

税
の

特
例

）
 

第
２

０
条
 

（
略

）
 

第
２
０
条
 

（
略
）
 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

（
新
設
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

２
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町
民
税

の
所

得
割
の

額
」

と
す

る
。
 

（
特

例
適
用

利
子

等
及

び
特

例
適

用
配

当
等

に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特

例
）
 

（
特
例
適
用
利
子
等
及

び
特

例
適

用
配

当
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）
 

第
２

０
条
の

２
 
（

略
）
 

第
２
０
条
の
２
 

（
略
）
 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

２
０
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町

民
税

の
所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

（
新
設
）
 

３
・

４
 
（

略
）

 
３
・
４
 
（
略
）
 

５
 

第
３
項

後
段

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

５
 

第
３
項
後
段
の
規
定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、
次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

２
０
条
の
２
第
３
項
後
段
の
規
定
に
よ

る
町

民
税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。
 

（
新
設
）
 

（
条

約
適
用

利
子

等
及

び
条

約
適

用
配

当
等

に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
課
税
の
特

例
）
 

（
条
約
適
用
利
子
等
及

び
条

約
適

用
配

当
等

に
係

る
個

人
の

町
民

税
の

課
税

の
特

例
）
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江
差
町
税
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

第
２

０
条
の

３
 
（

略
）
 

第
２
０
条
の
３
 

（
略
）
 

２
 

前
項
の

規
定

の
適

用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

２
 

前
項
の
規
定
の
適
用
が

あ
る

場
合

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

２
０
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
町

民
税

の
所
得

割
の

額
」

と
す

る
。

 

（
新
設
）
 

３
・

４
 
（

略
）

 
３
・
４
 
（
略
）
 

５
 

第
３
項

後
段

の
規

定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

５
 

第
３
項
後
段
の
規
定
の

適
用

が
あ

る
場

合
に

は
、
次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。 

（
１

）
～
（

４
）

 
（

略
）
 

（
１
）
～
（
４
）
 

（
略
）
 

（
５

）
 
附

則
第

７
条

の
５

及
び

附
則

第
７

条
の
８
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

附
則

第
７
条

の
５

第
１

項
及

び
附

則
第

７
条
の
８
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る

の
は

、
「
所

得
割

の
額

並
び

に
附

則
第

２
０
条
の
３
第
３
項
後
段
の
規
定
に
よ

る
町

民
税
の

所
得

割
の

額
」

と
す

る
。
 

（
新
設
）
 

６
 

（
略
）
 

６
 

（
略
）
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過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表
 

改
正

後
 

改
正

前
 

（
課

税
免
除

の
対

象
等

）
 

（
課
税
免
除
の
対
象

等
）
 

第
２

条
 
町

長
は

、
法
第

２
条
第

２
項

の
規

定
に
よ
る
公
示
の
日
（
以
下
「
公
示
日
」
と

い
う

。
）
か

ら
令

和
９

年
３

月
３

１
日

ま
で
の
間
に
、
持
続
的
発
展
計
画
に
記
載
さ
れ

た
産

業
振
興

促
進

区
域

内
に

お
い

て
、
持
続

的
発
展
計
画
に
お
い
て
振
興
す
べ
き
業
種

と
し

て
定
め

ら
れ

た
租

税
特

別
措

置
法
（
昭

和
３
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
１
２
条
第

４
項

の
表
の

第
１

号
の

中
欄

又
は

第
４

５
条

第
３
項
の
表
の
第
１
号
の
中
欄
に
掲
げ

る
事

業
の
用

に
供

す
る

設
備

で
同

法
第

１
２

条
第
４
項
の
表
の
第
１
号
の
下
欄
又
は

第
４

５
条
第

３
項

の
表

の
第

１
号

の
下

欄
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
つ
て
、

取
得

価
額
の

合
計

額
が

次
に

掲
げ

る
事

業
の

区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

以
上
の
も
の
（
以
下
「
特
別
償
却
設
備
」
と
い
う
。
）
の
取
得
等
（
租
税
特
別
措
置
法

施
行

令
（
昭

和
３

２
年

政
令

第
４

３
号

）
第

２
８
条
の
９
第
１
０
項
第
１
号
に
規
定
す

る
資

本
金
の

額
等
（

以
下
「

資
本

金
の

額
等

」
と
い
う
。
）
が
５
，
０
０
０
万
円
を
超

え
る

法
人
が

行
う

も
の

に
あ

つ
て

は
、
新
設

又
は
増
設
に
限
る
。
）
を
し
た
者
に
つ
い

て
、
当

該
特

別
償

却
設

備
で

あ
る

家
屋

及
び

償
却
資
産
並
び
に
当
該
家
屋
の
敷
地
で
あ

る
土

地
（
公
示
日

以
後

に
お

い
て

取
得

し
た

も
の
に
限
り
、
か
つ
、
土
地
に
つ
い
て
は
、

そ
の

取
得
の

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該

家
屋

の
建
設

の
着

手
が

あ
つ

た
場

合
に

お
け

る
当
該
土
地
に
限
る
。
）
（
以
下
「
適
用

資
産

」
と

い
う
。
）
に

対
し

て
課

す
る

固
定

資
産
税
（
当
該
適
用
資
産
を
取
得
し
た
日

以
後

最
初
に

到
来

す
る

固
定

資
産

税
の

賦
課

期
日
の
属
す
る
年
度
以
降
３
箇
年
度
に

お
け

る
も
の

に
限

る
。

）
を

免
除

す
る

も
の

と
す
る
。
 

第
２
条
 
町
長
は
、
法
第

２
条
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

公
示

の
日
（

以
下
「

公
示

日
」
と

い
う
。
）
か
ら
令
和

６
年
３

月
３

１
日

ま
で

の
間

に
、
持
続

的
発

展
計

画
に

記
載

さ
れ

た
産
業
振
興
促
進
区
域

内
に

お
い

て
、
持
続

的
発

展
計

画
に

お
い

て
振

興
す

べ
き

業
種

と
し
て
定
め
ら
れ
た
租

税
特

別
措

置
法
（
昭

和
３

２
年

法
律

第
２

６
号

）
第

１
２

条
第

４
項
の
表
の
第
１
号
の

中
欄

又
は

第
４

５
条

第
３

項
の

表
の

第
１

号
の

中
欄

に
掲

げ

る
事
業
の
用
に
供
す
る

設
備

で
同

法
第

１
２

条
第

４
項

の
表

の
第

１
号

の
下

欄
又

は

第
４
５
条
第
３
項
の
表

の
第

１
号

の
下

欄
の

規
定

の
適

用
を

受
け

る
も

の
で

あ
つ

て
、

取
得
価
額
の
合
計
額
が

次
に

掲
げ

る
事

業
の

区
分

に
応

じ
そ

れ
ぞ

れ
次

に
定

め
る

額

以
上
の
も
の
（
以
下
「
特
別
償
却
設
備
」
と
い
う
。
）
の
取
得
等
（
租
税
特
別
措
置
法

施
行
令
（
昭
和
３
２
年

政
令

第
４

３
号

）
第

２
８

条
の

９
第

１
０

項
第

１
号

に
規

定
す

る
資
本
金
の
額
等
（
以

下
「

資
本

金
の

額
等

」
と

い
う

。
）
が
５

，
０

０
０

万
円

を
超

え
る
法
人
が
行
う
も
の

に
あ

つ
て

は
、
新
設

又
は

増
設

に
限

る
。
）
を

し
た

者
に

つ
い

て
、
当
該
特
別
償
却
設

備
で

あ
る

家
屋

及
び

償
却

資
産

並
び

に
当

該
家

屋
の

敷
地

で
あ

る
土
地
（
公
示
日
以
後

に
お

い
て

取
得

し
た

も
の

に
限

り
、
か
つ

、
土

地
に
つ
い

て
は
、

そ
の
取
得
の
日
の
翌
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

以
内

に
当

該
土

地
を

敷
地

と
す

る
当

該

家
屋
の
建
設
の
着
手
が

あ
つ

た
場

合
に

お
け

る
当

該
土

地
に

限
る

。
）
（
以

下
「

適
用

資
産
」
と
い
う
。
）
に

対
し

て
課

す
る

固
定

資
産

税
（
当

該
適
用

資
産

を
取

得
し

た
日

以
後
最
初
に
到
来
す
る

固
定

資
産

税
の

賦
課

期
日

の
属

す
る

年
度

以
降

３
箇

年
度

に

お
け
る
も
の
に
限
る
。

）
を

免
除

す
る

も
の

と
す

る
。
 

（
１

）
・
（

２
）

 
（

略
）
 

（
１
）
・
（
２
）
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
 

２
 

（
略
）
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豊
か
な
前

浜
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略

称
：
ハ
マ
プ
ロ
）
～
つ
く
り
・育

て
る
漁
業
を
核
と
し
た
地
域
経
済
の
好
循
環
の
実
現
を
目
指
し
て
～

日
本

海
地

域
に
お
け
る
漁

業
生

産
の
急

激
な
減

少
、
他

地
域

と
比

べ
て
低

い
栽

培
漁

業
の
割

合
、
漁

業
者

の
減

少
・
高

齢
化

と
い
っ
た
現

状
を
踏

ま
え
、
回

遊
性

魚
種

の
資

源
変

動
に
左

右
さ
れ
な
い
前

浜
づ
く
り
が
喫

緊
の
課

題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
現

状
と
課

題
を
踏

ま
え
、
今

般
、
本

町
の
漁

業
ス
タ
イ
ル
に
“
ハ
マ
ル
”
栽

培
漁

業
を
推

進
し
、
漁

業
所

得
の
向

上
は
も
と
よ
り
、
地

産
地

消
・
外

商
の
取

組
を
通

じ
た

地
域
経
済
の
好
循
環
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

＜
所
管
課
：
産
業
振
興
課
＞

20
03
年

20
08
年

20
13
年

20
18
年

漁
業

経
営

体
数

95
86

74
60

漁
獲

生
産

高
（
百

万
円

）
1,
21

2
91

1
70

4
52

2

0
40

0
80

0
1,
20

0
1,
60

0

05010
0

漁
業
経
営
体
数
、
漁
業
⽣
産
⾼

（
出
典
：
漁
業
セ
ン
サ
ス
・
北
海
道
⽔
産
現
勢
）

地
先
種
（ｳ
ﾆ･
ｱﾜ
ﾋﾞ
･ﾅ
ﾏｺ
な
ど
）

・地
先
の
種
苗
放
流
は
、
ウ
ニ
・ア

ワ
ビ
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
単
価
の
高
い
ナ
マ
コ
へ
の
期
待
が
高
ま
り
種
苗
の
生
産
・放

流
事
業
を
強
化
。

・江
差
産
ナ
マ
コ
は
、
肉
厚
感
、
イ
ボ
立
ち
の
良
さ
な
ど
か
ら
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
。

・2
0
2
0
年
4
月
、
檜

山
海
参
（
h
iy
a
m
a
h
a
is
h
e
n
）と

し
て
特
定
農
林
水
産
物
等
（日

本
地
理
的
表
示

Ｇ
１
）と

し
て
登
録
さ
れ
ブ
ラ
ン
ド
化
。

広
域
種
（ﾋ
ﾗﾒ
･ｻ
ｹ･
ﾆｼ
ﾝな

ど
）

・Ｊ
Ｆ
ひ
や
ま
と
沿
岸
自
治
体
が
一
体
と
な
り
稚
魚
の
放
流
事
業
を
展
開
す
る
も
飛
躍
的

な
水
揚
げ
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。

・
放

流
事

業
に
お
け
る
資

源
造

成
効

果
な
ど
の
検

証
が
必

要
。

養
殖
業
（ﾏ
ｽ･
ｻｹ
な
ど
）

・厳
し
い
自
然
環
境
の
な
か
、
ホ
タ
テ
貝
や
カ
キ
等
の
二
枚
貝
類
や
コ
ン
ブ
な
ど
の
養
殖
に
適
し
た
静
隠
域
が
少

な
い
。

・
2
0
2
2
年

よ
り
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の
海

面
養

殖
を
開

始
。

・安
定
し
た
生
産

を
見

込
め
る
養
殖
業
に
対
す
る
評
価
や
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
漁
業
モ
デ
ル
と
し
て
の
取
組

を
視
野
に
検
討
。

本
町
の
栽
培
漁
業
の
現
状
と
発
展
可
能
性

趣
旨

江
差

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
寄

付
金

（
企

業
版

ふ
る
さ
と
納

税
）
を
活

用
し
た
事
業

の
展

開

□
ナ
マ
コ
の
資

源
増

大
に
向

け
た
取

組
の
推

進
＜
補
正
予
算
額
：3

,0
0
0
千
円

＞

＜
事
業
概
要
＞

◇
実

施
主

体
：
ひ
や
ま
漁

業
協

同
組

合
（
江

差
支

所
）

◇
事

業
費

：
4
,0

0
0
千

円
（
う
ち
1
,0

0
0
千

円
は
自

己
資

金
）

◇
事
業
内
容
：

・ナ
マ
コ
増
殖
礁
の
設
置
（ナ

マ
コ
団
地
の
造
成
：5

0
基
）

・種
苗
放
流
時
用
船
料
・潜

水
調
査
料

＜
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
と
の
関

連
性

＞

（
企

業
版

ふ
る
さ
と
納

税
活

用
事

業
）
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上町商店街人流創出消費促進事業の概要
－コミュニティプラザえさしを活用した商店街振興事業－

６月６日に供用開始するコミュ二ティプラザえさし（以下、コミプラとい
う。）において生まれた賑わいをしっかりと上町商店街においても享受し、
コミプラから上町商店街へと人流創出を図り、商店街での消費喚起に繋げる
ため、コミプラを会場として開催する産直マルシェ等各種イベントへの来場
者に対して上町商店街組合加盟商店で利用できる割引券を配布し、商店街利
用の促進と消費活動の増加を図る。

・対象イベント ①産直マルシェ「エコー市」（産業振興課所管）
②町が主催等する各イベント行事（別途指定）

・割引券の額面 ３００円（2,000枚配布）

・利用対象商店街 ①法華寺通商店街組合
②江差町中央商店街協同組合
③山ノ上商盛会

・換金等事務作業 江差商工会へ業務委託

＜所管課：産業振興課商工係＞

○ 事業概要

○ 全体事業費 ７６４千円（全額一般財源）

○ 事業イメージ
コミプラ

割引券の利用 商店街

換金券引渡

実績
報告

委託
料支
出

産業振興課

⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

来場者

産直マルシェ「エコー市」

②商品販売
④商品券付与
（１人１枚）

③商品購入
（１千円以上）

－令和６年第３回江差町議会臨時会 議会資料（R6.5.29)－

需用費（印刷製本費） ４４千円【割引券製作】

委託料（委託料） ７２０千円【江差商工会業務委託】

（内訳）

24店舗

産直マルシェ「エコー市」の場合

①主催開催

※換金額600千円を含む

委
託
契
約
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開陽丸遺跡パイロット事業 

 

（社会教育課地域文化係 所管）  

■目的 

文化庁︓『水中遺跡ハンドブック』の普及と実践例の蓄積 

江差町︓開陽丸遺跡に係る遺物の保存と活用 
 

■事業フレーム 
 
 
 
 
 
 
 
 

■事業内容 

令和６年度 

①遺物の保存環境と劣化状態の把握[６月下旬から７月上旬にかけて実施予定] 

・海底に保存している船体の保存環境と劣化状態の確認。 

   →船体の約 1/8の範囲で堆積土砂を掘削し、銅網の被覆状況を確認後、埋め戻し。 

   →記録撮影した写真から船体の 3Dモデルを作成。 

・開陽丸記念館で展示している資料の展示環境と劣化状態の確認。 

   →開陽丸記念館内の温湿度を計測 

   →資料の一部を採取、分析 

②水中遺跡調査に関する実地研修[①の期間内で実施予定] （委託仕様により町費負担） 

③水中遺跡調査の普及啓発活動[①の期間内で実施予定] （委託仕様により町費負担） 

 →水中ドローンを用いて海底の作業風景を中継。 

補正額︓5,400千円（奈良文化財研究所からの委託料 5,000千円／一般財源 400千円） 

令和７年度以降（仮） 

 
奈良文化財 
研究所 

 

江差町 
再委託 

・水中遺跡の調査と活用 
・最大２年間（１年毎に採択・契約） 
 令和６年度は２年目 
・奈良文化財研究所から 

5,000千円/年の委託 

・水中遺跡の調査・保存 
方法を研究 

・水中遺跡調査・保存の 
専門的な指導 

・全体調整 

文化庁補助事業 令和６年度日本における水中遺跡保護体制の 
整備充実に関する調査研究事業にともなうパイロット事業 

別途、埋蔵文化財調査に適用する補助金に申請し、残り 7/8の範囲の調査を複数年に渡り 

継続。 
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入 札 状 況 調 書 

 

事業名 令和６年度福祉バス購入事業 
 

入札月日 令和６年 ５月 ２０日 
 

契約月日 令和６年 ５月 ２０日 仮契約 

契約金額 一金 １１，９９０，０００ 円
予定価格 

１２，７３８，０００円（税込）

 

【開札結果】 

入札参加者 
入札金額 

摘  要 
１回目 ２回目 

有限会社 山崎自動車商会 11,050,000   

函館三菱ふそう自動車販売

株式会社 
◎10,900,000  落札 

   

   

   

 ※各社の入札金額については税抜価格である。 
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